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Ｒ
８
一
般
・
特
別
会
計
予
算

一般会計

豊かな心を育む
文化のまち
2億2,064万円

活力の
あるまち
4億810万円

○子ども・子育て支援策の充実� 9,657万円
・結婚新⽣活⽀援事業� 180万円
・妊婦のための⽀援給付事業� 100万円

○学力向上の推進� 7,800万円
・⾼校⽣通学⽀援補助金（1/3補助）� 966万円

○生涯学習・スポーツの推進� 2,030万円

○文化財の保存と活用�
・⼤内宿保存整備事業� 2,575万円

○満足度の高い魅力ある観光地づくり� 4,211万円

○農林業の振興� 3億3,131万円

○商工業の活性化� 1,367万円

○移住の推進と関係人口の拡大� 2,099万円

50億4,000万円令和８年度

重点事業 15億58万円

○健康の保持増進� 3,871万円

○高齢者福祉の充実� 2,368万円
・高齢者タクシー助成事業（12,000円→15,000円）
� 875万円

○障がい者福祉の充実と地域福祉の増進� 1億6,339万円

健やかに
暮らせるまち
2億2,578万円
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みんなでつくるまち
1,755万円

住み続けたいまち
6億2,848万円

特別会計予算
国民健康保険� 6億5,726万円
後期高齢者医療� 1億1,697万円
介護保険� 9億5,816万円

一 般 会 計

：

：

：

特 別 会 計

福祉、教育、道路整備など、町の基本的な行政サービス全般を扱うメインの財
布。税収が主な財源。
国民健康保険、介護保険、下水道事業など、特定の事業を行う際に、一般会計
から切り離して独立して管理する財布。

公営企業会計 水道事業や病院など、企業的な性格を持つ事業。独立採算制（使用料収入等で
経費を賄う）で、民間企業に似た会計方式を採用。

○新しいまちづくり� 1,755万円
・集落機能維持⽀援事業（1/2補助で上限30万円）
� 300万円

○道路・公共交通の整備� 3億2,943万円
○豊かな自然と美しい景観の保全� 2,884万円
○安全・安心な地域づくり推進� 9,037万円
・消防出張所・分遺所庁舎整備事業� 5,439万円
・消防団新基準服更新事業（300着）� 785万円
・防災計画等更新事業� 1,283万円
　・地域防災計画修正業務�
　・ハザードマップ作成業務�
○住みよい生活環境づくり推進� 1億7,983万円

公営企業会計予算
農業集落排水事業� 3,371万円
簡易水道事業� 2億9,969万円

Ｒ
８
一
般
・
特
別
会
計
予
算
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予
算
特
別
委
員
会

不
納
欠
損
を
行
う
基

準
は
設
け
て
あ
る
の

か
、
今
年
度
何
件
く
ら
い
処

理
を
行
っ
た
の
か
。

支
払
い
能
力
が
な
い

場
合
、
生
活
保
護
の

場
合
、
行
方
不
明
の
場
合
は

処
分
を
一
時
停
止
し
、
３
年

間
様
子
を
見
て
引
き
続
き
支

払
い
能
力
が
な
い
場
合
は
不

納
欠
損
処
理
を
す
る
。
今
年

度
は
40
件
で
２
５
８
２
万
５

７
３
３
円
を
不
納
欠
損
す
る

予
定
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
分
が
増
額
と
な

っ
て
い
る
要
因
は
何
か
。

毎
年
６
月
に
大
幅
な

増
額
補
正
を
実
施
し

て
い
た
が
、
昨
年
６
月
に
予

算
計
上
の
仕
方
に
つ
い
て
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
、
県
よ
り

示
さ
れ
て
い
る
保
険
料
の
額

で
は
な
く
過
去
の
推
計
か
ら

の
予
算
計
上
に
算
出
方
法
を

変
え
た
た
め
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
が
増
額
に
な

る
理
由
は
何
か
。

後
期
高
齢
の
加
入
者

数
が
増
え
る
こ
と
と
、

保
険
料
と
あ
わ
せ
て
子
育
て

支
援
分
の
拠
出
金
が
加
算
さ

れ
る
た
め
、
令
和
６
年
度
よ
り

も
増
と
い
う
形
に
な
る
。

介
護
保
険
料
の
滞
納

繰
越
分
59
万
６
０
０

０
円
の
収
入
見
込
み
額
に
つ

い
て
。

滞
納
繰
越
額
は
１
１

９
２
万
５
２
９
２
円

あ
る
が
、
過
去
数
年
の
収
納

実
績
に
基
づ
い
て
収
納
率
５

％
を
か
け
て
59
万
６
０
０
０

円
と
い
う
見
込
み
額
を
算
出

し
た
。

能
登
半
島
地
震
を
受

け
た
水
道
管
の
耐
震

性
能
基
準
改
定
が
下
郷
町
に

ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か
。

下
郷
町
で
は
現
在
耐

震
化
水
道
管
は
ほ
と

ん
ど
更
新
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
は
会
津
縦
貫
南
道
路
や

県
道
改
良
部
分
に
つ
い
て
耐

震
性
を
確
保
し
た
管
に
順
次

更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

水
道
料
金
の
滞
納
を

減
ら
す
対
策
と
不
納

欠
損
処
理
は
で
き
な
い
の
か
。

納
付
相
談
や
訪
問
徴

収
に
努
め
て
い
る
が
、

私
債
権
分
科
会
を
開
催
し
て

債
権
放
棄
条
例
の
検
討
も
含

め
て
今
後
の
欠
損
処
理
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

農
業
集
落
排
水
を
指

定
管
理
に
委
託
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム

や
補
助
金
を
い
た
だ

い
た
施
設
に
つ
い
て
の
可
能

性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し

た
い
と
思
う
。

子
育
て
支
援
納
付
金

に
つ
い
て
条
例
改
正

し
な
い
で
予
算
化
し
て
よ
い

の
か
。

上
位
の
法
律
が
３
月

31
日
改
正
の
４
月
１

日
施
行
に
な
る
の
で
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
３
月
31
日
の
専

決
で
の
改
正
を
予
定
し
て
い

る
。

滞
納
繰
越
金
を
大
幅

に
減
額
す
る
理
由
は
。

不
納
欠
損
に
よ
り
滞

納
金
額
の
整
理
を
町

と
し
て
進
め
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
滞
納
額
の
減
と

な
っ
て
予
算
額
の
計
上
時
点

で
減
と
な
る
。 特

別
会
計
予
算

子
育
て
支
援
納
付
金

滞
納
繰
越
金
減
額

不
納
欠
損
整
理

国
保
税
増
額

介
護
保
険
料
滞
納

水
道
料
金
滞
納

水
道
管
の
耐
震
基
準

農
業
集
落
排
水

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
保
険
料
増
額
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予
算
特
別
委
員
会

調
査
が
公
表
さ
れ
た
た
め
、

地
震
対
策
部
分
の
見
直
し
を

行
う
。
ま
た
令
和
８
年
５
月

か
ら
防
災
気
象
情
報
の
体
系

見
直
し
に
伴
う
表
記
変
更
等

が
あ
る
。過

疎
対
策
基
金
の
目

的
と
使
途
に
つ
い
て

伺
う
。

令
和
８
年
度
で
４
０

０
０
万
円
を
積
み
立

て
予
定
で
あ
る
。
こ
の
基
金

は
公
共
交
通
関
係
と
し
て
町

バ
ス
の
委
託
運
行
や
会
津
鉄

道
お
よ
び
野
岩
鉄
道
の
運
営

負
担
金
に
充
当
し
て
い
る
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
の
増
額
理
由

を
伺
う
。タ

ク
シ
ー
の
初
乗
り

運
賃
が
５
８
０
円
か

ら
７
０
０
円
に
１
２
０
％
上

が
っ
た
た
め
、
昨
年
度
ま
で

1
人
1
万
２
０
０
０
円
分
だ

っ
た
助
成
を
１
２
５
％
上
げ

て
1
万
５
０
０
０
円
分
の
助

成
と
し
て
い
る
。

人
工
透
析
患
者
通
院

交
通
費
助
成
の
対
象

者
数
は
。現

在
12
名
の
方
を
対

象
と
し
て
お
り
、
年

間
で
約
１
５
０
名
程
度
の
助

成
を
見
込
ん
で
計
上
し
て
い

る
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
Ｇ
Ｐ
Ｓ

行
動
追
跡
調
査
の
目

的
を
伺
う
。

森
林
環
境
贈
与
税
を

使
っ
た
委
託
事
業
で

３
年
目
に
入
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

装
着
し
た
シ
カ
の
行
動
調
査

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
動
き

を
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

対
応
策
は
こ
れ
か
ら
考
え
て

い
く
段
階
で
あ
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
時
期
に
つ
い

て
。

健
康
係
長
よ
り
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

受
診
券
が
届
き
誕
生
日
を
迎

え
る
前
か
ら
の
接
種
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
訂
正
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
65
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
て
か
ら
の
接
種

と
な
る
。工

事
請
負
費
の
内
容

に
つ
い
て
。

農
林
課
長
よ
り
、
林

道
拡
張
工
事
で
、
急

カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
で
拡
幅
し

た
部
分
の
舗
装
工
事
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算

観
光
資
源
発
掘
強
化

事
業
の
観
音
沼
森
林

公
園
整
備
に
つ
い
て
詳
細
を

伺
う
。

こ
ち
ら
は
整
備
事
業

で
は
な
く
、
観
音
沼

森
林
公
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
係
る
経
費
１
８
５
万
円
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
料

化
事
業
の
対
象
年
齢

と
人
数
を
伺
う
。

０
歳
か
ら
６
歳
ま
で

の
未
就
学
児
、
７
歳

か
ら
９
歳
、
10
歳
か
ら
18
歳

の
３
区
分
と
な
っ
て
お
り
、

対
象
者
は
４
６
５
名
で
計
上

し
て
い
る
。
内
訳
は
国
保
加

入
の
子
供
が
55
名
、
他
社
保

等
の
子
供
が
４
１
０
名
で
あ

る
。

防
災
計
画
等
更
新
事

業
の
主
な
変
更
点
は

何
か
。

令
和
４
年
11
月
に
福

島
県
地
震
津
波
被
害

想
定
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、

会
津
盆
地
東
断
層
帯
の
被
害

過
疎
対
策
基
金

観
音
沼
森
林
公
園
整
備

鹿
Ｇ
Ｐ
Ｓ
追
跡
調
査

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

農
林
課
工
事

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

防
災
計
画
更
新
事
業

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
助
成
事
業

人
工
透
析
通
院

　
　
交
通
費
助
成
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算
を
超
過
し
て
お
り
、
天
気

に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き

く
金
額
設
定
が
困
難
。
待
機

補
償
料
と
し
て
約
４
０
０
０

万
円
を
設
定
し
て
い
る
。

高
校
生
通
学
支
援
補

助
金
の
対
象
人
数
に

つ
い
て
。学

校
教
育
係
長
よ
り
、

１
２
０
名
を
想
定
し

て
い
る
。入

札
管
理
シ
ス
テ
ム

の
内
容
に
つ
い
て
。

管
財
係
長
よ
り
、
業

者
管
理
と
契
約
管
理

の
一
元
化
シ
ス
テ
ム
で
、
電

子
入
札
は
今
後
検
討
予
定
で

あ
る
。

除
雪
委
託
料
の
積
算

根
拠
に
つ
い
て
。

管
理
係
長
よ
り
、
直

近
５
年
間
は
当
初
予

基
礎
学
力
向
上
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
。

学
校
教
育
係
長
よ
り
、

小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

に
機
能
テ
ス
ト
や
学
力
テ
ス

ト
等
で
各
20
万
円
程
度
計
上

し
、
中
学
校
数
学
教
員
1
名

の
雇
用
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

林
道
施
設
防
災
事
業

の
工
事
内
容
に
つ
い

て
。

農
林
課
長
よ
り
、
大

倉
線
は
舗
装
新
設
２

０
０
ｍ
、
高
畑
小
池
線
は
法

面
対
策
２
０
ｍ
、
白
岩
線
・

東
久
保
線
・
水
門
上
野
山
線

は
舗
装
新
設
工
事
で
あ
る
。

橋
梁
補
修
工
事
の
実

施
年
度
に
つ
い
て
。

工
務
係
長
よ
り
、
箕

喰
沢
橋
（
新
開
地
区
）

は
令
和
８
年
度
に
下
部
工
・

上
部
工
の
断
面
修
復
等
を
実

施
し
、
令
和
９
年
度
も
継
続

予
定
。
薬
水
橋
（
大
内
地
区
）

と
金
文
橋
（
音
金
〜
十
文
字

間
）
は
令
和
８
年
度
で
完
了

予
定
。

大
川
ふ
る
さ
と
公
園

の
照
明
設
備
に
つ
い

て
。

工
務
係
長
よ
り
、
多

目
的
広
場
の
照
明
設

備
工
事
で
、
現
在
の
投
光
器

で
は
照
度
不
足
の
た
め
適
正

な
照
度
確
保
と
利
用
者
の
安

全
配
慮
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
。

高
校
生
通
学
支
援
補
助

入
札
管
理
シ
ス
テ
ム

除
雪
委
託
料

公
営
住
宅
建
設

林
道
防
災
工
事

橋
梁
補
修
工
事

公
園
照
明
設
備

基
礎
学
力
向
上

公
営
住
宅
建
設
予
定

地
の
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
。建

設
課
長
よ
り
、
令

和
８
年
度
は
予
算
計

上
し
て
お
ら
ず
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
整
備
す
る
か
内

部
検
討
を
進
め
る
。

▶
箕
喰
沢
橋

▶
大
川
ふ
る
さ
と
公
園
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議　
案　
審　
議

３月会議は３月10日から19日までの10日間の会期で開催され、除雪委託料5,055万円を増額をする

令和７年度一般会計補正予算の専決処分１件、教育委員の人事案件１件、条例設定５件、令和８

年度一般会計予算、特別会計予算、公営企業会計予算など全18議案全て可決された。

●令和７年度一般会計補正予算　・除雪委託料 5,055万円増額

●教育委員　黒森 正敏　（昭和42年12月3日生）　住所：下郷町大字高陦字居平甲661番地

３月会議

専決処分

人事案件

3 月会議提出議案 結果
専決処分　令和７年度一般会計補正予算（除雪委託料5,055万円） 可

過疎地域持続的発展計画の策定について 可

教育委員会委員の任命について 可

手数料徴収条例の一部を改正する条例の設定について 可

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の設定について 可

火入れに関する条例の一部を改正する条例の設定について 可

特定復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例を廃止する条例の設定について 可

除雪ドーザー購入契約について 可

令和７年度一般会計補正予算 可

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可

令和８年度一般会計予算（50億4,000万円） 可

令和８年度国民健康保険特別会計予算（6億5,726万円） 可

令和８年度後期高齢者医療特別会計予算（1億1,697万円） 可

令和８年度介護保険特別会計予算（9億5,816万円） 可

令和８年度簡易水道事業会計予算 可

令和８年度農業集落排水事業会計予算 可

議員提出議案　福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について 可

案 審議 議
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議　
案　
審　
議

議
案
審
議
質
疑

除
雪
ロ
ー
ダ
ー
購
入
に

つ
い
て入

札
業
者
は
何
社
で
、

そ
の
業
者
名
は
？

①
コ
マ
ツ
福
島
株
式

会
社
会
津
支
店
、

②
喜
多
方
ブ
ル
自
工
株
式
会

社
、
③
会
津
機
械
株
式
会
社
、

④
ロ
ジ
ス
ネ
ク
ス
ト
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
会
津
支
店
、
⑤

会
津
自
動
車
工
業
株
式
会
社

の
５
社
。

　
落
札
業
者
は
コ
マ
ツ
福
島

株
式
会
社
会
津
支
店
で
あ
る
。

前
回
、
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
の
納
期
が
遅

れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
確
実

に
令
和
８
年
度
内
の
納
期
は

可
能
か
？前

回
の
ロ
ー
タ
リ
ー

車
は
メ
ー
カ
ー
の
都

合
（
仕
様
適
合
不
適
）
に
よ

り
納
入
が
遅
れ
た
が
、
今
回

は
新
た
な
コ
マ
ツ
の
除
雪
グ

レ
ー
ダ
ー
で
排
土
板
が
V
字

に
開
閉
可
能
な
仕
様
で
あ
る
。

前
回
の
件
も
あ
る
の
で
業
者

と
よ
く
話
を
し
て
確
実
に
納

入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進

め
る
。

企
業
支
援
事
業
・
移
住

支
援
金
予
算
に
つ
い
て

企
業
支
援
事
業
補
助

金
や
下
郷
町
移
住
支

援
金
な
ど
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
？こ

れ
ら
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
今
年
度
７

年
度
に
対
し
て
案
件
等
が
な

か
っ
た
た
め
、
事
業
量
の
見

直
し
を
行
い
減
額
し
た
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
周
知
徹

底
を
進
め
て
い
く
。

道
路
・
橋
梁
事
業
に
つ

い
て

道
路
・
橋
梁
事
業
、

大
川
ふ
る
さ
と
公
園

整
備
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
国
の

補
助
事
業
な
の
か
町
の
補
助

事
業
な
の
か
？
　
姫
川
新
規

路
線
の
工
事
が
進
ん
で
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
？

道
路
新
設
改
良
事
業

の
落
合
左
走
線
は
国

庫
事
業
、
姫
川
新
規
路
線
は

町
の
単
独
事
業
、
湯
野
上
居

平
地
内
３
号
線
と
駐
車
場
整

備
工
事
は
町
の
単
独
事
業
、

橋
梁
補
修
事
業
は
国
の
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、
大
川

ふ
る
さ
と
公
園
事
業
は
国
の

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
で

あ
る
。
姫
川
新
規
路
線
に
つ

い
て
は
一
度
契
約
し
た
が
、

県
の
富
士
通
積
算
シ
ス
テ
ム

の
入
力
誤
り
が
判
明
し
契
約

解
除
と
し
、
12
月
17
日
に
再

入
札
で
契
約
し
た
た
め
。

　

５
月
中
の
完
了
予
定
で
あ
る
。

橋
梁
補
修
工
事
１
０

０
０
万
円
は
ど
ち
ら

の
橋
の
補
修
に
な
る
の
か
？

大
内
地
内 

薬
水
橋
の

補
修
工
事
で
あ
る
。

繰
越
明
許
の
薬
水
橋

（
大
内
地
内
）
の
１

０
０
０
万
円
と
同
じ
お
金
と

考
え
て
よ
い
の
か
？

国
の
補
正
が
新
た
に

つ
い
た
１
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
令
和
7
年
度
か

ら
の
繰
り
越
し
で
は
な
い
。
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一
般
質
問

Ｐ12
星　　和志
●下郷町の持続可能な発展と地域経済の活性化のため、

　入札制度について

Ｐ13渡部　　哲
●遊休農地の活用について

Ｐ10
山名田　久美子
●町の公共施設の管理について

●大内宿の世界遺産登録について

Ｐ11
星　　邦一
●移住・定住対策の特別班の設置状況等について

●ネギ生産農家助成事業の検証について

●起債企業の有効活用について

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町

長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

スマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までの会議録

を読む事ができます

3月会議では、 4人の議員が 7件の

一般質問を行い、活発な議論を展開

しました。

10ページより、質問した順に代表す

る質問の一般質問を要約してお知ら

せします。

一般質問
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一
般
質
問

町の公共施設の管理について

改めて計画見直しの際に検討する

質問

答弁

大
内
宿
や
道
の
駅
し
も
ご

う
、
さ
ら
に
は
観
音
沼
の

駐
車
場
は
れ
っ
き
と
し
た
町
の
公

共
施
設
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な
の

か
伺
う
。計

画
を
策
定
す
る
う
え
で

駐
車
場
を
対
象
の
施
設
と

し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
今
後
、
建
築
物
等
の
付
帯

施
設
で
あ
る
駐
車
場
は
一
体
的
に

管
理
す
る
も
の
と
考
え
、
単
体
で

の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

計
画
見
直
し
の
際
に
検
討
す
る
。

前
回
再
質
問
に
お
け
る
町

長
答
弁
で
、
大
内
宿
駐
車

場
の
自
動
開
閉
器
は
地
区
の
方
で

作
ら
な
く
て
い
い
と
申
し
出
が
あ

っ
た
の
で
計
画
を
取
り
や
め
た
。

こ
の
計
画
は
、
地
区
か
ら
の
要
望

で
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
町

側
の
企
画
に
よ
り
始
ま
っ
た
の
か

伺
う
。

大
型
連
休
や
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
等
に
渋
滞
や
交
通
誘
導

員
等
を
安
定
的
に
確
保
で
き
な
い

等
の
課
題
解
決
策
と
し
て
、
大
内

区
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

自
動
開
閉
器
設
置
の
た
め

の
調
査
費
用
に
１
０
０
０

万
円
以
上
使
っ
て
い
る
。
議
会
は

予
算
を
承
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
計
画
中
止
の
報
告
は
な
か
っ

た
。
そ
の
中
止
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

大
内
行
政
区
に
対
し
て
は

次
の
内
容
に
て
説
明

•
令
和
６
年
５
月
９
日

　

駐
車
場
レ
イ
ア
ウ
ト
提
案

•
令
和
６
年
６
月
19
日

　

レ
イ
ア
ウ
ト
提
案
と
経
過
説
明

•
令
和
６
年
8
月
23
日

レ
イ
ア
ウ
ト
提
案
と
概
算
工
事
費

•
令
和
６
年
10
月
5
日

大
内
区
総
会
提
案
内
容
の
検

討
・
見
送
り
決
定

　

見
送
り
の
理
由
と
し
て
は
、
自

動
開
閉
器
設
置
に
よ
り
大
型
観
光

バ
ス
の
入
庫
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
問
題
が
で
て
き
た
。

　

今
後
は
大
型
観
光
バ
ス
の
駐
車

可
能
な
場
所
の
検
討
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

山名田 久美子　議員
kumiko  yamanada

質
問

答
弁 大
内
宿
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て

情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

�

大
切
と
考
え
る　

町
長
は
４
期
目
当
選
直
後

新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
大
内
宿
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
す
と
語
ら
れ
て
い
た
。

　

大
内
宿
の
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
な

の
か
。
ま
た
こ
の
発
想
は
地
区
か

ら
の
要
望
な
の
か
、
そ
れ
と
も
町

長
個
人
と
し
て
の
考
え
な
の
か
伺

う
。

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
大
切
な
宿
場
町
の

景
観
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
た

め
、
区
民
自
ら
住
民
憲
章
を
作
り

「
売
ら
な
い
、
貸
さ
な
い
、
壊
さ

な
い
」
の
三
原
則
を
守
り
な
が
ら

景
観
保
存
と
伝
統
的
な
か
や
ぶ
き

の
技
術
習
得
・
継
承
に
、
区
民
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
大
内
宿
保
存
会
で
は
、
世
界

遺
産
で
あ
る
白
川
郷
に
「
追
い
つ

け
・
追
い
越
せ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
大
内
宿
の
保
存
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
大
内
宿
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
世
界
遺
産
を
目
指
す
と
い

う
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
今
後
の
適
切
な
保
存
と

活
用
を
進
め
る
う
え
で
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
私
の
発
言

で
あ
る
。
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一
般
質
問

令
和
7
年
12
月
会
議
の
一

般
質
問
の
中
で
、
移
住
・

定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
特
別
班

を
作
り
進
め
て
い
く
こ
と
や
、
職

員
へ
の
意
識
改
革
な
ど
を
徹
底
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。今

年
の
2
月
に
、
入
庁
10

年
以
内
の
職
員
と
の
意
見

交
換
を
実
施
開
催
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
そ
の
先

に
必
要
に
応
じ
て
特
別
班
設
置
の

検
討
も
含
め
な
が
ら
移
住
定
住
の

政
策
推
進
に
努
め
て
い
く
。

こ
の
対
応
が
1
年
2
年
遅

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
は

ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。
検
討
、
検
討
で
終
わ
り

に
な
ら
な
い
よ
う
本
当
に
や
る
の

か
伺
う
。12

月
会
議
で
は
情
熱
を
込

め
て
言
っ
た
が
、
一
歩
退

い
て
考
え
直
し
て
み
た
と
き
に
、

若
い
女
性
の
意
向
調
査
も
実
施
し

な
が
ら
若
い
職
員
と
の
意
見
交
換

を
出
発
と
し
て
、
若
者
た
ち
の
発

想
や
考
え
方
を
知
り
な
が
ら
、
外

答弁

郭
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

す
る
な
ど
し
、
実
務
的
に
検
討
を

行
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
特
別

班
を
組
織
し
て
運
営
を
始
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
理
解

願
い
た
い
。

今
後
、
特
産
化
に
向
け
た

検
証
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
良
い
制
度
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
令
和
8
年
度

に
向
け
た
町
と
し
て
の
検
証
結
果

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
7
年
度
は
農
家
へ
の

周
知
が
十
分
に
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
申
請
件
数
は

2
件
で
、
販
売
総
数
が
1
万
4
︐

6
0
0
本
、
販
売
先
の
店
舗
は
8

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
の

生
産
計
画
に
向
け
て
、
農
政
座
談

会
で
ネ
ギ
生
産
奨
励
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
周
知
が
町
内
農
家
へ
浸
透

し
、
事
業
が
有
効
に
活
用
さ
れ
生

産
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
地
産

地
消
の
循
環
に
近
づ
く
も
の
と
考

町
は
現
時
点
で
は
健
全
財

政
を
維
持
し
て
い
る
が
、

決
し
て
裕
福
で
は
な
く
有
利
な
補

助
事
業
や
起
債
事
業
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
令
和

7
年
度
の
過
疎
債
の
利
用
可
能
額

と
利
用
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

令
和
7
年
度
の
過
疎
債
発

行
予
定
額
は
2
億
8
5
0

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
、

第
一
次
要
望
で
は
83
％
の
配
分
で

あ
っ
た
が
、
第
二
次
要
望
で
満
額

の
配
分
と
な
っ
た
。

他
町
村
で
は
過
疎
債
と
同

等
の
優
位
性
が
あ
る
辺
地

債
を
活
用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
当

町
は
辺
地
債
の
該
当
に
な
る
の
か

伺
う
。

調
べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い

が
、
辺
地
債
よ
り
も
過
疎

債
の
方
が
優
位
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

移住・定住対策の特別班の設置状況について

特別班の設置を検討のうえ、
� 政策推進に努めていく

質問

星　　邦一　議員
kuniichi  hoshi

え
て
い
る
。

私
は
こ
の
事
業
を
よ
り
良

い
事
業
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
事
と
考
え
、
生
産
農

家
や
食
堂
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
直
接
話
を
聞

き
ま
し
た
。
食
堂
か
ら
は
、
ス
ー

パ
ー
や
町
外
業
者
と
は
違
い
良
質

な
ネ
ギ
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
喜
ん
で
い
る
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
反
面
、
農
家
か
ら
は
主
体

が
大
内
宿
に
な
る
た
め
遠
く
て
配

達
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
配

達
の
時
間
帯
も
限
定
さ
れ
る
と
い

う
声
も
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
話

は
農
林
課
に
は
届
い
て
い
る
の
か
。

直
接
そ
う
い
っ
た
話
は
届

い
て
い
な
い
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
配
達

の
問
題
が
大
き
い
と
考
え

る
が
、
観
光
公
社
は
毎
日
の
よ
う

に
大
内
宿
に
配
達
に
行
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
集
荷
・
配
達
を
観
光

公
社
が
担
っ
て
い
く
こ
と
を
提
案

し
た
い
が
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

や
り
方
と
し
て
は
一
番
良

い
方
法
だ
が
、
観
光
公
社

理
事
長
の
立
場
と
し
て
は
現
場
の

人
た
ち
と
話
を
し
な
い
と
い
け
な

ネ
ギ
生
産
農
家
助
成
事

業
の
検
証
に
つ
い
て

起
債
事
業
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

い
の
で
、
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
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一
般
質
問

地元業者優先の入札制度改革について

法令遵守と現実的課題の中で、
� 現行制度で対応

質問

答弁
星　　和志　議員
kazushi  hoshi

町
内
の
建
設
・
電
気
・
管

工
事
業
者
数
の
現
状
、
各

経
営
者
年
齢
、
後
継
者
等
と
10
年

間
の
推
移
、
今
後
の
見
通
し
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

現
在
把
握
し
て
い
る
内
容

は
過
去
４
年
間
分
で
、
土

木
一
式
12
業
者
、
建
築
一
式
７
業

者
、
電
気
４
業
者
、
管
工
事
７
業

者
が
登
録
。
３
年
前
比
で
建
築
一

式
1
業
者
減
、
管
工
事
1
業
者

増
。
土
木
一
式
と
電
気
は
増
減
な

し
。
経
営
者
年
齢
の
統
計
分
析
や

後
継
者
情
報
は
未
取
得
。

過
去
３
年
間
の
建
設
、
電

気
工
事
、
管
工
事
、
維
持

管
理
委
託
に
つ
い
て
発
注
総
額
と

町
内
・
町
外
業
者
の
受
注
割
合
を

伺
う
。

土
木
一
式
工
事
は
80
件
で

６
億
９
４
６
９
万
７
０
０

０
円
、
町
内
業
者
の
割
合
は
１
０

０
％
。
建
築
一
式
工
事
は
７
件
で

1
億
２
４
５
７
万
５
０
０
０
円
、

こ
ち
ら
も
町
内
業
者
が
1
０
０
％

を
占
め
て
い
る
。
電
気
工
事
は
４

件
で
２
４
２
２
万
２
０
０
０
円
、

な
い
。

町
内
業
者
優
先
の
た
め
の

改
善
案
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。入

札
制
度
に
つ
い
て
は
要

綱
に
基
づ
き
指
名
業
者
が

資
格
審
査
を
受
け
町
に
登
録
し
て

い
る
。
分
離
発
注
は
諸
経
費
が
か

か
る
場
合
が
あ
る
た
め
慎
重
に
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
地
元
優
先
・

地
域
優
先
が
基
本
方
針
で
あ
り
、

町
予
算
は
地
元
業
者
へ
の
発
注
を

優
先
し
て
い
る
。

要
綱
に
地
理
的
要
件
や
総

合
評
価
方
式
、
格
付
け
方

式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

工
事
お
よ
び
物
品
等
の
契

約
に
係
る
指
名
競
争
参
加

者
の
資
格
審
査
お
よ
び
指
名
等
に

関
す
る
要
綱
で
入
札
等
を
行
っ
て

お
り
、
格
付
け
に
つ
い
て
も
他
町

村
と
同
様
に
Ａ
ラ
ン
ク
、
Ｂ
ラ
ン

ク
、
Ｃ
ラ
ン
ク
と
い
う
こ
と
で
格

付
け
が
あ
り
、
各
事
業
者
が
点
数

町
内
業
者
は
25
％
。
管
工
事
は
14

件
で
５
６
７
９
万
円
、
町
内
業
者

の
割
合
は
92
・
86
％
。
維
持
管
理

委
託
は
56
件
で
1
億
1
６
０
２
万

７
０
０
０
円
、
町
内
業
者
は
46
・

42
％
と
な
っ
て
い
る
。

南
会
津
町
の
地
元
優
先
制

度
を
参
考
に
、
入
札
要
項

の
変
更
や
新
し
い
仕
組
み
を
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
か
？

他
の
自
治
体
の
地
元
優
先

入
札
制
度
の
詳
細
確
認
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
疎
化

が
進
む
本
町
に
と
っ
て
地
元
業
者

育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
地

域
活
動
に
も
必
要
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
る
。
入
札
制
度
は
法
令
に

基
づ
く
た
め
、
地
元
優
先
の
制
度

設
計
は
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。

下
請
け
状
況
に
つ
い
て
町

内
業
者
か
町
外
業
者
か
の

割
合
は
わ
か
る
か
。

下
請
け
状
況
に
つ
い
て
は

資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

を
持
っ
て
い
る
の
で
格
付
け
ラ
ン

ク
と
い
う
形
で
運
用
し
て
い
る
。

南
会
津
町
の
要
綱
第
８
条

の
地
域
的
条
件
の
文
言
は

下
郷
町
に
も
入
っ
て
い
る
か
。

本
要
綱
の
８
条
の
括
弧
４

の
中
に
同
じ
記
載
が
あ

る
。
内
容
的
に
は
「
当
該
工
事
等

に
対
す
る
地
理
的
条
件
お
よ
び
継

続
性
」
と
い
う
形
の
も
の
が
あ
る
。
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一
般
質
問

答弁

遊休農地を「花畑」として活用し、地域資源へ

町内遊休農地の解消に向けて
� 取り組んでいきたい

質問

　

下
郷
町
に
お
け
る
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
伴
う
「
遊
休
農
地
」
の

増
加
は
、
景
観
悪
化
や
鳥
獣
被
害

な
ど
の
課
題
を
生
ん
で
い
る
。
私

は
こ
の
「
負
の
資
産
」
を
「
地
域

資
源
」
へ
転
換
す
る
策
と
し
て
、

ひ
ま
わ
り
や
コ
ス
モ
ス
等
の
「
花

畑
」
に
よ
る
町
づ
く
り
を
提
案
す

る
。

　

ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
で
の
試
験

実
施
と
効
果
測
定
（
来
訪
者
数
、

S
N
S
投
稿
数
、
経
済
波
及
効
果

等
）
を
行
い
、
段
階
的
に
拡
大
し

て
い
く
手
法
が
有
効
で
あ
る
。
高

齢
者
や
学
生
が
関
わ
る
参
加
型
の

町
づ
く
り
に
も
繋
が
り
、
農
地
を

守
る
こ
と
は
次
世
代
へ
景
観
と
誇

り
を
繋
ぐ
こ
と
に
な
る
。
単
に

「
通
過
さ
れ
る
町
」
か
ら
「
立
ち

止
ま
り
た
く
な
る
町
」
へ
の
起
点

と
す
る
た
め
、
以
下
4
点
に
つ
い

て
町
当
局
の
見
解
を
求
め
る
。

渡部　　哲　議員
tetsu  watanabe

現
在
の
遊
休
農
地
の
面
積

と
把
握
状
況

現
在
の
遊
休
農
地
の
状
況

に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会

の
「
農
地
の
利
用
状
況
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
直
近
の
令
和
7
年
度
は

荒
廃
の
度
合
い
が
軽
い
も
の
が

1
1
7
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
重
い

も
の
が
1
8
8
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
。
合
計
3
0
5
・

8
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
り
、
割
合
と

し
て
全
体
の
23
・
3
%
が
遊
休
農

地
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

景
観
活
用
を
目
的
と
し
た

農
地
利
用
の
検
討
実
績

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

現
在
町
と
し
て
は
、
解
消
に
向
け

て
取
り
組
む
個
人
や
団
体
を
支
援

し
て
い
く
形
で
対
策
を
進
め
て
い

る
。

試
験
的
導
入
時
の
想
定
費

用具
体
的
に
は
、「
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制
度
」

を
活
用
し
、
農
地
維
持
活
動
や
農

村
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
景

観
形
成
作
物
の
作
付
け
を
推
奨
し

て
い
る
ほ
か
、
町
農
業
再
生
協
議

会
の
支
援
制
度
で
あ
る
「
景
観
形

成
作
物
種
子
購
入
支
援
」
な
ど
も

既
に
行
っ
て
い
る
。

費
用
対
効
果
の
算
定
基
準

高
齢
化
に
よ
り
農
地
維
持

が
難
し
い
地
域
が
あ
る
一

方
で
、
新
た
な
担
い
手
の
参
入
等

に
よ
り
解
消
に
取
り
組
む
地
域
も

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
遊
休

農
地
対
策
と
し
て
は
こ
う
し
た
既

存
の
各
種
事
業
や
支
援
制
度
を
推

奨
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
町
内
遊

休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議会全員協議会3
19金

統合及び義務教育学校についての感想や意見

施設面について

町づくりについて

◇統合・義務教育学校に賛成

◇子どもたちのために一刻も早く統合を実現してほしい

◇統合してよかったなあと思える学校づくりをしてほしい

◇子どもたちの教育環境の充実を図ってほしい

◇下郷学園にしかない魅力や他から転校したくなるような学園づくりをしてほしい

◇英語等にも力を入れ、町外から移住者が来るような魅力ある学校づくりをしてほしい

◆小学校だけの統合ではダメなのか

◇改修にあたり低学年でも過ごせるように計画してほしい

◇子どもたちがワクワクするような魅力ある校舎改築をしてほしい

◆校舎を新築できないのか

◆改修工事だけで安全対策は大丈夫なのか

◆校舎の老朽化に伴い、改善・修繕を続けていくといずれ新築と同様の金額になるのでは？

◆体育館にもエアコンは必要

◆若い世代が住み着く町づくり　子育てしやすい町づくりなど少子化対策も同時進行で

◆他市町村に人が流れない学校づくり、町づくりをお願いしたい

◆子どもが少ないからではなく、子どもを増やす町の行政・政策が必要になるのでは

○教育委員会より「学校の在り方検討委員会」の経過報告がありました。
令和７年７月25日　第１回検討委員会　・令和６年度開催教育懇談会のまとめ他

　　　　８月28日　第２回検討委員会　・統廃合の計画案について

　　　　11月14日　第３回検討委員会　・統合基本構想について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・町民への説明会開催について

※検討委員会では全員が統合に賛同するとした。

令和７年８月28日　

　　　　９月25日　　教育委員会定例会に検討委員会会議の報告を行う

　　　　11月27日　

※全教育委員から検討会の内容を受け統合する方向性の了承を得た。

【学校統合に係る住民説明会開催】
令和８年２月17日　旭田地区　30名参加

　　　　２月18日　楢原地区　18名参加

　　　　２月19日　江川地区　21名参加

　　　　２月21日　全 地 区　17名参加

※参加住民からも質疑応答とアンケートを実施しほぼ参加者全員から統合への賛同得た。

令和８年３月６日　第４回検討委員会

※住民説明会の状況と再度統合に係る賛同と計画を早期に進めることを確認した。

}

質疑応答・アンケートより
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

議会運営委員会

広報常任委員会

南会津地方広域市町村圏組合議会議員

下郷町公有財産審議会委員

委員長
佐藤　勤

副委員長
山名田　久美子

副議長
星　能哲

副委員長
小玉　智和

委員長
星　昌彦

議　長
湯田　健二

星　邦一

星　和志

大竹　浩治

猪股　謙喜 渡部　哲

湯田　健二　　星　邦一　　佐藤　勤　　山名田　久美子

委員長 　小玉　智和　　 副委員長 　星　昌彦
星　能哲　　佐藤　勤　　山名田　久美子

委員長 　山名田　久美子　　 副委員長 　大竹　浩治
星　和志　　渡部　哲

星　昌彦　　大竹　浩治　　山名田　久美子　　渡部　哲

委
員
会
構
成
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３
月
会
議
に
お
い
て
議
会
委
員
会
の
構
成

が
え
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
広
報
常
任
委
員

会
は
、
６
名
体
制
か
ら
４
名
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
「
議
会

改
革
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
中
に
、
議
会
の

様
子
を
町
民
に
充
実
し
た
内
容
で
、
し
か
も

速
や
か
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
委
員
を
４

名
か
ら
６
名
に
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
ま
た
４
名
体
制
と
な
り
ま
す

が
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
県
や
全
国
の
広
報
研

修
会
に
参
加
し
、
町
民
の
方
々
に
「
よ
り
早

く
、
わ
か
り
や
す
く
」
広
報
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
山
名
田
　
久
美
子
）

議 会 広 報
常任委員会

委 員 長　山名田　久美子
副委員長　大　竹　浩　治
委　　員　星　　　和　志
委　　員　渡　部　　　哲

次回６月会議は６月第２週目の予定です。※日程が変更になる場合がありますので議会事務局へお問い合わせ下さい。

「下郷町消防団春季検閲式」
　４月２６日下郷町消防団春季検閲式が開催

されました。

※検閲式とは町消防団が実施する、町長（検閲者）

が消防団員の人員、服装、規律、機械器具（消

防車など）を点検する公式な行事のことです

「桜マルシェ in湯野上温泉駅」
4月18日（土） 10:00〜15:00

　下郷町、下郷町観光協会、会津鉄道（株）の主

催で桜マルシェ in 湯野上温泉駅が開催されま

した。

　桜の満開時期が過ぎ、葉桜状態ではありまし

たが、しもごろーも遊びにきてくれ、老若男女

それぞれの春を満喫していました。

4月19日
「刈林区春の堰掃除（刈合住宅付近）」

　春と秋の年２回、刈林区民で区内の道路、歩

道、側溝掃除、草刈り等の作業で地区内の環境

美化整備を実施しています。


